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多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機
2010年3月国会選挙後の権力分有をめぐる合従連衡一一一

1．はじめに

　2010年3月7日に実施された国会選挙…から7カ月が経過した10月、あるイラク国

内紙は、政府不在の期間がオランダを抜いて世界記録を更新したと報じた〔2＞10ct

2010〕。その後も、イラクはこの不名誉な記録を唾壷し続けた。11月11殿の国会で大

統領・首相・国会議長が選出され、U月25日にマーーリキーを首班とする組閣が正式

に命じられるまで、実に8カ月以上も正式な政府の不在状態が続いたのである。

　今回の国会選挙では、第1党となったアッラーーウィー率いるイラーキーヤが91議

席、第2党のマーリキー首相率いる法治国家同盟が89議席、第3党のイラク国民同

盟（以下，INA）が70議席、第4党のクルド開手が43議席と、主要4政覚連合が総議

席の約9割を占めたが、いずれの政党連合も過半数（325議席中163議席）には遠く

及ばなかったく図表1）。こうした票の分散は、新政権の形成を困難にし、多数派形成

のために政党連含の再編を繰り返す政治ゲーームに帰結した。2005年12月の園会選挙

㈱5カ月）以上に薪政権形成の交渉に時間がかか。た背景には、以上のような票の

分散があった。

1図褒1：主要政覚連禽の瀧格と無憂政党、獲得議歯数】

政党連含 加盟政党 性楕 識鷹数

法治旗雲盟
is【ム）

ダアワ党糖マーリキー）

ダアワ党を中心とする政党連合。ナショナリズムと中央集

Zに基づく国蒙運営、竸宗派主義、措バアス覚勢力の擁

綜蛯遠ｫ
皿

8
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ISα（A．ハキーム） シーア派イスラー岨一色が強い． 8

イラク箇民剛霊

獄
サドル派（Mサドル）

ナショナリズムと旧バアス覚勢力の排除を主張。地元勢

ﾍに強い支持藻盤を待つ。

玉
6 70

匡眠滋革潮測Lジャアツァリー） Lジャアファリーを中心とする勢力。 3

イラク・リスト（1．アッラーウィー〉 Lアッラーウィーを中心とする世俗主義、リベラル派 27

改締スト｛℃ハーシミー） 元イスラーム党の幹蔀が帆㌔ 7

対謡早掻＄ムトラタ） 瞬バアス党鈴雛人を申心とする糧俗概 1
6

イラーキーヤ

iIRQY）
ハドウバー懲ヌジャィフィー1

ニーサワー県を主たる基盤とするスンナ振中心の勢力．

W蟻地間題で対クルド強硬姿勢をとる。
攣 勢

国民来来劇劃Rイーサーウィー）
元イスラーム党の幹齢中心、アンバール業に基盤を持

ﾂ魯

8

改革と開発（カルブーリー） 元イスラーム党の幹部中心 1
2

勿げンスターン駐党（KDP） イルど一ルに塞盤を梼つクルド民族主義勢力、
皿 43

クルド陶盟

?`l タルヂィスターン灘白毫㈱ スライマー・ニーヤに蕩盤を持つク騨殿建白勤． 猛a
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敢党連合 鍍盟敢党 性格 灘数
イラク合；轍線 イラ例スラーム党 スンナ派のイスラーム薫義勢力．

鉱a 春

イラタ読耀 蝋党、憲灘
薫ラー談一一艦A羅サーマッラーイーを中心とする勢

ﾍ．
猛蔽 4

（出所）イラク独立瀞挙管理倭筆工（h髄p：fA　www．｛h㏄岬Arabicδおよび各種報道をもとに、筆春作成

　多数派形成のための合従連衡は、突き詰めて欝えば、民意からかけ離れた政治エリ

ートのゲーームに過ぎないvしかし、どのような利霧を持。て合従連衡が行われたか、

そのプWセスを精査することは、薪政権の今後の政治運鴬、ひいてはイラク政治の行

方を分析するうえで、極めて重要な意味を持っている。

　以上のような問題意識に立ち、本稿では、3薄の麟会選挙後に新政権の形成が9カ

月以上も遅れたのはなぜかという問題を、政党連合による多数派形成のための合従連

衡のプ＄ltiスに長患して明らかにする．また、合従逮衡を経て合意された新敷権が、

いかなる特徴を持っているのか、その性格を分析する。

　本稿は、次のように論を進める。第H節で、国会選挙が行われた3月から組閣のめ

ど力点つたXl月までの約8カ月間を、政党の禽従逮衡に着醤して三つの時期に区分

し、連合再編のプロセスを整理する（本稿執二段階で組閣は完了していない）、第m

鏑では、前節の金点連衡のプロセスをもとに、なぜ薪政権の形成にこれほどの遅れが

生じたのかを分析し、それを踏まえて新政権の特徴を整理する。

IL多数派形成ゲームの展開一一選挙後危機と合従連衡のポリティクス

1．　fシ・・一一一一ア派陶鋤再構築一テヘラン会議から国民二二（3月2⑪韓～6月1⑪鋤

　2⑪10年3月2⑪欝に選挙結果ぷ発表されてから、6月1◎礒に法治国家同盟と脳A（前

政権下では問じ二三であった）の連合が発表されるまでの約2カ月半は、選挙で分散

した票を統禽するべく、シーア派を中心とする勢力が再統合を試みた時期であるく時

期区分と略法蓑は、図表2）。

【図表2：選挙後の多数派形成ゲームと政党連合の樽編】

月 B 時期齢 主要な敵治の勤き 政党蓮合のパターン
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多数派影成ゲームとしてのイラク選挙後危機
-2010年311盟会選挙畿の権力分有をめぐる合従連衡一一

山尾大

1.はじめに
2010年3月7日に実擁された国会選挙から7カ月が縦過した 10月、あるイラク悶

内紙は、政府不在の期間がオランダを抜いて世界記錬を更新したと報じた [N1 Oct 
2010J。その後も、イラクはこの不名誉な記録を買新し続けた。 11月11日の国会で大

統領・首相'国会議長が選出され、 11月25日にマーリキーを首班とする組閣が正式

に命じられるまで、実に8カ月以上も正式な政府の不在状態が統いたのである。

今回の国会選挙では、第 1党となったアッラ…ウィー率いるイラ…キーヤが91議

席、第2党のマーリキー首相率いる法治国家同盟が 89議席、第3党のイラク国民同

盟(以下，酎A)が70議席、第4党のクノレド悶盟が43議席と、主要4政党連合が総議

痛の約9審jを占めたが、いずれの政党連合も過半数 (325議席中 163議席)には速く

及ばなかった〈関表。。こうした票の分散は、新政権の形成を閤難にし、多数派形成

のために政党連合の再編を意義ち溝す教治ゲームに婦結した。 2∞5年12月の間会選挙
鵠~5 カ月}以上に新霊主権形成の交捗に時間がかかった背景には、以上のような棄の

分散があった。

{図書量 1:主主要政党連合の性繕と加製離党、 3駒場義蒋数]
政党連合 加盟政党 性格 謹篤艶

法?欄憲司盟
ダアワ党を中心とする政知事合aナショナリズムと中虫集

(SLA) 
ダアワ党制.マーヲキー} 権iこ基づく冒雑営、蹴執主義、!日バアス党勢力の誹 n.a. 89 

除を主税

I虻I(Aハキーム) シーア振イスラーム主義色が強しL 8 
イラク関民j噛

サドル館側サドル)
ナショナヲズムと!日パアス党勢力の担融を主張。地元勢

36 70 
(lNN fJに齢、支持基盤金持つ。

国民主革期捷(1.ジャアブアりー) lジャアブアリーを中心とする勢九 3 

イラクーりスト(Jアッラーウィー) 1.7ッラーウィーを中'Lせする世俗主義、リベラ/レIf(r.， 幻

改新ラスト{T.ハーシミー) 元イスラーム覚の幹部仰心。 7 

縞議題豪{怠ムトラタ} 揺パアス党の3義人をや£をする殺搭録。 iる
イラーキーヤ

ハドゥパ-(むヌジャイフィー}
ニ…ナワー県をjヨヒる基盤とするスンサ諜中.c;0勢力。

争 予l
(IRQY) 係争制櫛で対クルド櫛蝉掛をとる。

国民未来集団(R.イーサ}ワィー)
元イスラ…ム党の幹部中心、アンバール謀iこ基盤を持

つ也

改革と開発(カルブーリー) 長イスラ…ム党の幹部中'L¥ 12 

ク/レド簡盤 クルディスターン民主党(KDP) イルピムルiこ基艦持つクノレドE株主義勢力。 n.a. 
43 

〈貼} |クルデ伊夕、 γ驚舗面躍的制 スライマ ー ヤiこ基盤を持つク臨主義勢力。 乱乱
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多数派形成のための合槌溝橋は、

とに、

生じたのかを分析し、それを踏まえて新政権の糊教を整理する。

政党連合のパ聖一ン

4 f= 一一 一一一 一一一胃司肺押吋 ISLA十別A掛Eの模諜

56HH4 1 8Ol 1 
変更なし SLA十郎A総伊〉選議

義信織、 詩以内め議議会鞘謂毒謀議ラ

制調翻司世間A、糊向車合のためにI関問調JC乃形成発表

中東研究 2010/2011VoLm 77 



月 欝 時駆分 主饗な蹴台の動き 政党連食のパターン

2
皇 第2圓マーリキ戦アッラーウィー会談

通常麟会を2週問延期決定（f憲破談の空劇の義強

ムクタダーとアッラーウィー、ダマスカスで会談
7
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8
箋
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第3翻マー夢キー、アツラーウィー会談
熱搬蔓￥接遍

通常袖壁の無期限延期決定（r憲政上の空白jの拡大）

蠣瞼入の激化
＄

　
9
9
心
　
　
1

米軍戦闘部隊徽退（31顔完了宣言）
S猛綴A対、INA＋！毅Y

駅A、妬心指名をA．マフディーにすることを公式に宣言

ジャアファリー、マーリキー首班指名の支持を明言 INAの分裂

勢

　
　
4
　
　
7
　
　
∩
ン
■
」
　
　
7
　
　
2
　
　
2
　
　
2

法治圏家岡盟の派遣団、テヘランでムクタダーと会談

サドル派がマーリキー翻：目の首班指名を発衰・

アッラーウィー、ダマスカスでアサド大統領にイランの影響力排除を要論
Mの分裂の懲行

新たなla極三

�ﾌ出現

山高盟、マー夢キー二相の酋班旧名を公戎に発表

1
⑪

　
0
　
　
　
4
董
i
　
　
　
1
　
　
　
2

合意戦線と統一同盟が坤道連合」形成、マーリキ紬首班階名の支持を

ﾁ露織こはイラーキーや撚んマフディー首斑夢中の支持を嬢
S脇牽懸総澱耀Aと、

�bI＋IRQYの対立軸
最高裁、7月28日以降の状況に違憲判決

イルビール会議騨崔

l
l

　
1
　
　
5
＄
　
　
1
　
　
り
乙

国会開催、大統領、国会議長、野相が決定（新政権の形成に合意）

！ターラバー器皿大統領、マーリキー首根に正式に牽朧を命じる
挙国一致内閣形成に合慧

（’注）SLA（法治欄家伺盟）、　iNA（イラク国鼠同盟）、朕QY（イラーキ・一ヤ）、　KA（クルド同盟）、　TWFQ（イ

　ラク合意戦線）、IUA（イラク統一問盟）、　SDR（サドル派）、　JFR（国民改革潮流）を示す。

〈出物）各種報道をもとに、筆者翼成

　選挙の結果、いずれの政党連合も過半数を獲得できないことが判明すると、各政党

は即座に多数派形成のゲームを開始した。初めに動いたのは、隣国イランであった、

イラン政府は、同じシーア派勢力の再統合を支援することで、自国の影響力を維持・

拡大しようとするインセンチKブを持っているeそこ．で同政府は、法治国家同盟と

INAの幹部を招集し、3月29圏に第1回テヘラン会議を開催した。もともと一つの

岡盟であった法治翻家闘盟と撮Aを再統署し、議会の多数派を形成しようというわ

けである。ところが、この再統合には、INA内で529％の議席を持つサドル派が強く

反対しだ。その蕾景には、マーリキー敵権が、サドル派民兵マフディー軍の掃討作

戦（2008年3月）を実施したという事実があった。サドル派はそれ以隆マーリキー

政権を権威主義と批判し、マーリキー首相率いる法治国家同盟の政権に強く反対して

きたのである。テヘラン会議でも、サドル派は拘束中のマフディー軍の全員釈放を要

請した［crl一，f7bydt　30　Mar　2010〕、結果的に、法治国家同盟とINAの再統合の試みは、

サドル派の強い反対で失敗に終わった〔讃31Mar　20圭0］。

　こうした「シーア派岡盟」の再構築の動きに対して、第1党のイラーキーヤは、選

挙で示された民意を踏みにじる二三再編であると強く批判した。「テヘラン会議は、

イランによる内政介入であ吟、イラー」g一やを外して組閣を進めるのは民主主義への

クーデタだ」CZ　31　Mar　2010］、というわけだ。この背景には、国会の最大会派が酋相

を指名する権利を有するという憲法第76条の解釈をめぐる対立溺あった，アッラー
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ウK　一rlS、第1党のイラーキーヤこそが首班指名の権利を持つと主張するのに対して、

マーリキー一首相は選挙後の最大会派（つまり「シーア派同盟Dこそが首班指名の権

利を有すると主張したのである。

　さて、テヘラン会議で法治国家同盟との再統合を拒否したサドル派は、何らかの代

替案を提示しなければならなくなった。そこで、サドル派のナッサ・・w・・ル・ルバイイー

国会代表は、噺政権の首班指名に誰淋適切かを決めるのは国民である」と主張し、4

月2日にサドル派支持者を中心に首班指名候補の住民投票を実施した［ai一　dOat　1　Apr

2010］。住民投票は、国内4千か所で約140万人を対象に行われ、国民改革潮流のジ

ャアファリーぶ1位〈24％〉、法治国家同盟のジャアファル・サドルが僅：差で2位（23％）、

マーリキー首相は4位、アッラーウィーは5位という結果に終わった2。したがって、

サドル派は首班指名にジャアファリ　一一を推すことを決定したと発表した〔二物灘＄一

A輝20期。サドル派が独自に行ったこの住民投票は、後に筒派の政策を転換させる

要因の一つになる。だがこの時点では、サドル派は、独自に首班指名候補を提示する

ことで、法治国家同盟との再統合に強く反対していた。

　こうして「シーーア派同盟」を再構築する試みが頓挫すると、最少勝利連合ではなく、

四つの主要政党連合全てぶ大連立を形成する二二一致内閣の構想が、選挙後の政治ア

リーナへ登場した。］NA加盟のISCIのハミード・ムアッラ幹部は、全勢力が集結す

る円卓会議の開催を呼びかけた［PM2　Apr　2010］caこうした挙国一致内閣形成論に乗

じて、イラーSetwやのウサーマ・ヌジャイフ4一幹部が、マージキー首相と直接交渉

を開始すると宣言した［Z26　Apr　2010］。

　これに危機感を持ったのは、挙国一致内閣論を提示した夏NA自身であった。　INA

とイラン政府は3、］NAを排除した法治国家同盟とイラーe｛　一やの交渉を園避するた

めに、4月29日、第2回テヘラン会議を開催した。だが、同会議においても、サドル

派とマーリキー首相の対立は解消できなかった。サドル派政治局幹部は、マフデK一

軍がシーーア派聖地の治安管理権を獲得することを法治国家同盟との統合条件にした

淋、マーリキー首相は、既存の治安機関や覚醒評議会との権限配分は困難だとして、

金曜礼拝時のハウザ警縮権のみを譲渡すると返答した£屡ξ⑳戯2SAρf2◎1◎］。交渉決

裂を危惧したイラン政府は、サドル派に対して法治国家同盟との再統合を承認するよ

うに圧力をかけた［盛拗δ∫4M響201◎］e激しい議論の末、法治国家同盟とINAの

再統合に向けた交渉を進め、両政党連合枠の組みで首班指名候補を出すという基本原

則で合意した。その結果、法治国家同盟とINAは、首班指名候補の選定のための共

同委員会を形成し、各7名の委員を出した［播掬躍5漁y20綱eしかし、サドル派

はこの時点でもマーリキー首相の続投に反対しており、首班指名には共同委員会14

名の8割の合意が必要であるという規定を設けることで、4人の委員枠を持つサドル

派演拒否権を行使する余地を残した［al－tlVjt　2　Jun　2010］。

　法治国家同盟とINAの交渉溺一定の進展を見せるなかで、マーリキー首相が選挙
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米軍欄部閥糊(31日完了間

ト
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山 I 概 18器開まイラーキーヤがA.--q'フディー甑指名の支持雄主 i :::--i L::~QM~~-:~-~~H"k:~.lli~，~~~'~I~，;';1 ~~~I~~~V/~1'~~7L?-'D IrsCJ十問Yの対立軸
24 I 最高裁、7月28日以降の状祝に蹴判決

8 I イルピー/レ会離職

11 111 I 閉会開催、大統領ミ齢議長、首相が決定揃樹蓄の形成Iこム齢
引 l挙間一納閣形成lこ鵠
25 I トラパ一二一城接、マーリキー替相lこ正式に蹴脱出
(出 SLA(法治悶家問問、別A(イラク国民間盟)、1RQY(イラーキーヤ)、 KA(クノレド問即、nvFQ(イ
ラク合意戦線〕、 IUA(イラク統一同盟)、 SDR(サドJレ柄、 JFR(悶民改革潮流)~京ず。

{出部各議報選をもとに、筆者枠拡

選挙の結果、いずれの敬党連合も過半数を獲得できないことが判明すると、各紋党

は即に多数派形成のゲーム者開始した。初めに動いたのは、隣国イ

イラン政府は、同じシーア派勢力の再統合長支援することで、自国の影響力を維持・

拡大しようとするインセンティプを持っている。そこで、開設府誌、

問Aの幹部を招集し、 3月29日に第 l因子ヘラン会議金開催した。もともと一つの

卦誌を再統合し、議会の多数派を形成しようというわ

けである。ところが、この再統合には、町A内で52.9%の議席を持つサドノレ探が強く

反対したその背景には、マーリキ一政権が、サドノレ派民共マアディー軍の捕討作

戦 (2008年3月)を実施したという事実があった。サドノレ派はそれ以降、?ーリキ一

政権を権威主畿と批判し、マーリキ一首相率いる法治国家同盟の政権に強く反対して

きたのである。テヘラン会議で、も、サドノレ採は拘束中のマフヂィ

した [at嫡拘ノat30M町 2010J。結果的に、法治国家同盟と削Aの再統合の試みは、

サドル派の強い反対で失敗iこ終わった臼:.431M訂 2010]。

こうしたトンーア派閥盟Jの再購築の動舎に対して、第l党のイラーキーヤは、

挙で示された民意を踏みiこじる連合再編であると強く批判したD

イランによる内政介入であり、イ

クーデタだJ[Z31 Mar2010J、というわけだ。との背景には、国会の最大会派が首相

を指名する権利を有するという憲権第76条の解釈をめぐる対立があった。アッラー
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ウィーが、第1党のイラーキーヤこそが蓄続指名の権利を持っと主張するめに対して、

マーリキー首相は選挙後の最大会派(つまり「シーア掠同盟J)こそが首聴指名の権

利を有すると主張したのである。

さて、チヘラン会議で法治国家同盟との再統合を拒否したサドル探は、何らかの代

替案を提訴しなければならなくなった。そとで、サドノレ派のナッサーノレ・/レパイイー

冨会代表は、 f新政権の言誼指名iこ誰が適切かを決めるのは醤毘であるjと主張し、 4

月2日にサド/レ派支持者を中心に首笹指名候補の住民投票を実施した [al-拘 Jat1 Apr 

2010J。位民投票需は、悶内4千か所で約 140万人を対象に行われ、閣民改革潮流のジ

ャアファヲーが1桂(24弘}、法治冨家向盟のジャアフアノいすドノレが種差で、2位(23%に

マーリキー首相は4位、アッラーウィーは5位としづ結果に終わったしたがって、

サドル涼は言護措名にジャアファヲーを推すことを決定したと発表した [al-tか'at8-
Apr 2010J。サドル派が強自に行ったこわ在民投票は、後に向慌の政策を転換させる

要因の一つになる。だがこの時点では、サドノレ派は、独自に首班指名候補を提示する

ことで、法治富豪i言霊との再統合に強く度対していた。

こうして「シーア派閥盟」を開蕃築する試みが頓挫すると、最少勝利連合ではなく、

西つの主要政党連合金てが大連立を形成する挙爵一致内寵の構懇が、選挙後の政治ア

ジーナへ登場した。 1自A加盟のISCIのハミード・ムアッラ幹部は、全勢力が集積す

る円卓会議の開催を時びかけた [DM2Apr201O]。こうした挙国一致内閣形成論に乗

じて、イラーキーヤのウサーマ・ヌジャイアィー幹部が、マージキー蓄摺と蓋接交渉

を開始すると宣言した [Z26Apr 2010J。

これに危識感を持ったの辻、挙国一致内関誌を提示した取A 岳身であった。部A

とイラン教務tj:3、部A を排除した法治醸家信謹とイラーキーヤの交主主を自選するた

めに、 4月29目、第2回テへラン会議を開催した。だが、開会議においても、サド/レ

訴とマーリキ一樹齢対立は解語でき的hった。サドノレ派政?合馬幹部は、マフディ一

軍がシーア派聖地の治安管理権を蟻得することを法治国家同盟との統合条件にした

が、マーリキ一首相は、既存の治安機関や覚瞳評議会との権隈配分は菌難だとして、

金謹礼拝持のハ内警蕗撞のみを議接すると返饗した弘拘Jat28 Apr 201 0]。交渉決

裂を危慎したイラン政府は、サドノレ派に対して法治国家同盟との再統合を承認するよ

うに圧力をかけた[必拘Jat4 May 2010J。激しい議論の末、法治国家同盟と INAの

再統合iこ向けた交渉を進め、両政党連合枠の組みで首班指名{財南を出すという基本原

則で合意したむその結果、法治自家同盟と INAは、首班指名{封書の選定のための共

同委員会を形成し、各7名の委員を出した [al-tか'at6May 201弱。しかし、すドノレ採
はこの時点で、もマーリキ一首相の続投に反対しており、首班指名には共同委員会 14

名の8書IJの合意が必要であるとし寸規定者設けることで、 4人の委員枠を持つサド/レ

派が拒否権を行捜する余地を残した [al-拘 Jat2Jun 2010J。

法治国家同盟と INAの交捗が一定の進展を見せるなかで、マーリキ一首相が選挙
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後から要求し続けてきたバグダーード県の再開票が行われ、5月16田には獲得議席数の

変更なしとの結果が発表された。これを受けて、連邦最高裁は6月1繭、最終的な選

挙結果を正式に承認した［Z29　Apr　2◎10；雄梅躍三7M響2劔◎；Pt）2∫澱2劔◎］。各政党

は、選挙結果溺承認されると、15日以内に第1回国会を召集しなければならなくなっ

た（憲法第54条）。

　これを受けて、法治国家岡盟と鍍Aの交渉がさらなる進展をみせることとなった。

第1回国会で多数派を形成することが喫緊の課題になったからである。その結果、6

月10日には、法治国家同盟とINAが再統合し、国民同盟（a1－丁的烈ufa1・W註加旬を形

成することを発表した。決定打となったのは、2◎05年国会選挙前と同様に、宗教的最

高権威のスィースターーニ一士であった。ISCIのアンマ・…一・ル・ハキーーム議長は、ナジャ

フで同師と会談した後、INAと法治国家同盟の正式な統合を発表した［S　10　Jun　2010］。

こうして選挙前の分裂によって票の分銅を招いた法治国家同盟とINAは、再統合を

果たし、国民同盟という「シーア派同盟」を再構築した。その結果、図表3に示した

①から②の状態に連合が再編された。

｛図表3：主要政党連合の連合組み替え1

①選挙直後

醐
圖

②「シーア派筒盟病構築

③新たな「2極構造」の出現
ドの　ロ　ロロの　ロロの　ロのロロコロコのロ　ロ　の一切ロコのにロロ一己ねロロロ　ロのロロロロのロロロロの　サロロ　コぬロロで　　　　ラロロロコぬロ一覧ののサ　ロロのはコロロコの　ロコロロ

；　　　　　　　　　　（約161）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：　　　　　　　（聴聞　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　国民岡盟

　　蟄A

　　　　　　　　　　　　i一’一’i

E
，　　　　　　　　　　　　　　国

（出所）噛
e種報道をもとに、馴者作戒（政党の略字については、図表2の注を参照｝。

80　多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機

　再統合した国民同盟から首班指名候補を出すことが合意されると、次は誰をどのよ

うに選出するかが問題になる。そこで、二つの議論が生まれた。第1に、fパッケー

ジ解決論」である。これは、首班指名候補の選定〈つまり首相人事〉と首相（府）の

権限縮小をパッケージとして提案し、解決しようとする一一連の議論で、選挙後一一SSし

てマーり　＃一一一首相の続投を主張する法治国家同盟と、マーリキー首班指名を回避し、

同時に首相の権限を縮小したいINAの間の交渉で生まれた。　INAは、治安、経済、

社会サーヴィスの各分野で首相の権限を制限・縮小することを要求した［al－bbynt　24

May　2010；DM6　Jun　20i⑪］。もしマーリキー首相の続投を認めなければならない場合、

これまでの首棺権眼を大幅に縮小することが不可欠だ、というわけである。

　第2に、「トロイカ体劇論である。これは、レバノンの制度を参照し、大統領、

首相、国会議長という3ポストに権限を分散した相互監視システムを導入しようとい

う一連の議論であり、これも首相権限の縮小論の一環として出現した。この時期には、

大統領ポストをクルド同盟に、首相ポストを国民同盟に、国会議長ポストをイラーーキ

ーーрﾉ、それぞれ配分することが議論されるようになった［晶拗癬22M裂y2◎蛸。

　かくして、9シーア泌乳盟」の再構築にともなって、誰を首相に任命するかに加え

て、どのように権限を配分するかという問題の解決が焦眉の課題となった。

Z．膠着化する交渉と同盟の再編一イラーーキーヤの新戦略（6月1i日～9月2日）

　国民同盟の形成が発表されると、アッラーウィー率いるイラーキーヤは、「シーア

派同盟」の再構築が、選挙の結果を無視したシー＝m・・ア派勢力による政権乗っ取りのため

の宗派主義だとの批判を展開した［RN　11　Jun　2010］eこれ以降、9月初旬までの約3

か月間は、一旦再統合した「シーア派同盟」内部で酋班指名をめぐる交渉が膠着状態

に陥り、それを打開するためにイラーキーヤと国民同盟の加盟政党力沿従連衡を繰り

返し、その結果、政局力覗乱した時期である。具体的にみていこう。

　国民羅盟に対するイラー　｝一一やの批判が同化したさなかの6月14日、第1回国会

が召集された。憲法の規定によると、第1回国会開催から30日以内に大統領を任命

しなければならない（憲法第72条）。国民同盟はまず、首班指名をめぐる議論で進展

を見せない14人の共同委員会を廃止し、代替組織に行政運営委員会を新設した

［ai一・dOld　i4　Jun　2◎10］4。サドル派のサラーフ・ウバイディー一政治局幹部は、「マー

リキー首相の続投は認められず、ジャアファリーのような調整型の指名力樋切だ」

［al－dojt　20　Jun　2010］と原則論を提示したが、同時に乱民同盟の首班指名の交渉が

暗礁に乗り上げていることを認めた［PM26　Jun　2010］。

　こうした国詰同盟内の交渉の膠着化は、新たな動きを生み出した。6月29目、マー

リキー首相とアッラーウィーが第2圃直接会談を行ったのである、それに先立って、

国会開催直前の6月12馨、アッラーウィー麟首相府を訪問して第1回会談が行われ

たが、今園の会談では、マーリキー首相がアッラV一・一・ウィ・…一一一の事務所を訪問した。マー
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{菌表3:主要政党連合の連合組み替え}

由選挙直後

再統合した国民同盟から首粧指名候補を出すことが合意されると、次は誰をどのよ

うに選出するかが問題になる。そこで、二つの議論が生まれた。第 1位、「パッケ一

、河草決論jである。これは、首班指名{糊南の選定{つま号首相人事〉と首相〈府)の

権摂縮小をノ宅ッケージとして提案し、解決しようとする一連的議議で、選挙麦ー費し

てマーリキ一首相の続投を主躍する法治国家同盟と、マーリキ一首珪摺名を回避し、

同時に首相の権限を縮小したいE仏の聞の交捗で生まれた。別Aは、治安、経清、

社会サーヴィスの各分野で首相の権限を制限・縮小することを要求した [af.欄向Jat24

May 2010; DM6 Jun2010Jcもしマーリキ一首相の続投を認めなければならない場合、

これまでの首相権騒を大幅に縮小することが不可欠だ、というわけである。

第2kこ、「トロイカ体制論」である。これは、レバノンの制度を参照し、大統領、

首相、国会議長という 3ポストに権限を分散した相互監視システムを導入しようとし、

う寸車の議論であり、これも首相権限の縮小論の一環として出現した。この時期lこは、

大統領ポストをクルド同盟に、首相ポストを国民同盟に、国会議長ポストをイラーキ

…ヤに、それぞれ配分することが議論されるようになった与村和iit22 May 2010] n 

かくして、[シーア振興盟jの再講築にともなって、誰を首相に任命するかに加え

て、どのように権限を配分するかとしづ問題の解決が焦崩の課題となった。

後から要求し続けてきたバグダード県の再開票が行われ、5月16日には獲得議席数の

変更なしとの結果が発表された。これを受けて、連邦最高裁は6月1日、最終的な選

挙結果を正式に承翠した [Z20Apr2010; a/.皆拘lat17May20ぬ;RD2Jun20l的。各綾党

は、選挙結果が承認されると、 15日以内に第l回国会を召集しなければならなくなっ

た(憲法第54条)。

これを受けて、法治罷家間盟と部Aの交捗がさらなる進漢をみせることとなった。

第 l四国会で多翻隊形成することが喫嬰の謀趨になったからである。その結果、 6

月10日には、法治国家同盟とlNAが再統合し、間民間盟(a1-Ta/J剖.ufa1伊Wa:加宜)を形

成することを発表した。決窓打となったのは、 2005年間会選挙前と同様に、宗教界最

高権践のスイースターニー師で、あった。 ISCIのアンマーノレ・ハキーム議長は、ナジャ

アで閥師と会談した後、INAと法治国家同盟の正式な統合を発表した[S10 Jun2010J。

こうして選挙前の分裂によって棄の分散を招いた法治問家同盟と INAは、再統合を

果たし、富良需盟という fシーア探需盟j者再構築した。ぞの結果、臨表3~こ示した

CDから②の状態に連合が再繍された。

回国国
山
岡
山園日回目

E 回|回i回回回
i現民間百HI卸}

回 目

2. 癖着化する交捗と同盟の再編一一イラ…キーヤの新戦略 (6月11日......9Jj 2臼)

国民間盟の形成が発表されると、アッラーウィー率いるイラーキーヤは、 fシーア

派間援jの再構築が、選挙の結果を無槙したシーア探勢力による政権乗っ取りのため

の宗探主義だとの批判を展開した [RN11 Jun 2010J。これ以降、 9月初旬までの約3

か月聞は、一旦再統合した「シーア派同盟」内部で首斑指名をめぐる交渉が腰着状態

に陥り、それを打開するためにイラーキーヤと国民間盟の加盟政党が合従連衡を繰り

返し、その結果、教昂が混乱した時期である。具体的にみていこう。

冨畏再盟に対するイラーキーヤの批判が激化したさえとかの6月比呂、第 l@盟会

が召集された。憲法の規定によると、第 l回国会開催から 30日以内に大統領を任命

しなければならない(憲法第72条)。国民間盟はまず、首班指名をめぐる議論で進展

を見せない 14人の共同委員会を廃止し、代替組織に行政運営委員会を新設した

協拘1m14 Jun 2010J七サドル探のすラーフ・ウパイディー射台局幹部は、 fマー

リキー蓄棺の続投は認められず、ジャアブァリーのようえ主襲撃型の指名が適切だj

[al-向指20J阻 2010Jと原則論を提示したが、同時に国民間盟の首斑指名の交渉が

暗礁に乗り上げていることを認、めた [DM26Jun20l0J。

こうした国民同盟内の交渉の腰着化は、新たな動きを生み出した。 6月29日、マー

リキー首相とアッラーウィーが第2回宣接会誌を行ったのであるo それに先立って、

盟会関擢夜訴の6丹12呂、アッラーウィーが嘗桔持を訪問して第l盟会談が行われ

たが、今田の会談では、マーリキー首相がアッラーウィーの事務所を訪問した。?一

窃fシーア課商彊j再構築

③新たなr2樹持活むの出現
; 駒161) :納骨

世ri~1副別

回;川田畑田

し一日
(出聞各種輔萱をもとに、筆者作成(政党の略字については、図表2の注を参問。
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リキー首相とアッラーウィーは、あくまでも自らの政党連合が主導する政権に固執し

結局、連合形成と首斑指名の合意はなされなかった［Z30　Jun　2010】。そもそも両者の

間には、旧バアス党勢力を取り込んだ国民和解を主張するイラー一　｝一やに対して、旧

バアス党勢力の排除に基づく国民統合を行おうとする法治国家岡盟という対立軸潜

ある［靡幼＠δぎ260c◎墨田。こうした対立を反塾し、合意形成には失敗したが、法治

国家同盟とイラーキーヤの本格的な交渉の開始は、「シーア派同盟」の破壊を試みた

もので、INAの危機感を煽った。イラーーキーヤが介入したことで、国民同盟の枠組み

が瓦解する可能性淋現実味を持つようになったからである［甜1瓢2⑪10］。

　さらにこの危機感に拍車をかけたのが、米国の介入であった。ワシントンでイラク

問題を担当するバイデン副大統領は、バグダードを訪問し、マーリキー首相とアッラ

ーウィーの交渉開始を強く支持することを明確にした。マー　tキー首相とアッラーウ

ィーの権力分有体制を支援すると、初めて明言したのである［泌物癬5JuI　2010］。

第1党のイラーキーヤと第2党の法治国家同盟の党首が権力分有体制を構築すること

こそだ、選挙で表明された民意を反映する民主主義である、というわけだ。

　これに背中を押されたのは、マーリit”・一一首相であった。マーリキー首相は、国民同

盟の首班指名が頓挫していることを受け、脳Aに対してこれ以上交渉が難航するよう

であれば、イラーキーヤとの連合を視野に入れた交渉を進めることを宣言した［謎3

Jul　2010］。かくして、再構築された「シーア派同盟」の瓦解という可能性が現実味を

帯びてきた。

　だが、こうした流れに対し、脳Aも沈黙を守ったわけではない。サドル派幹部は、

法治国家岡盟とINAの連合である国民同盟全体の意向を無視してアッラーウィ画一と

交渉を始めたマーリキー首相の姿勢を、反道徳的であり非卸金的だと批判し、法治国

家同盟との首班指名をめぐる交渉を停止することを宣言した［酷拗甜6撮2◎10］s。

　政局の混乱が進むなかで、選挙後イラク政治にひとつの重大な転機が訪れた。それ

は、第1回国会開催から30日以内に大統領を指名するという憲法規定の遵守が不可

能になり6、：第2回国会の開催を2週間延期したく7月14日）結果、9憲政上の空白i

溺出現したことである。

　法治国家同盟との交渉を停止したINAは、「憲政上の空自」に対処するために、今

度はイラーキーヤと交渉を開始したeアッラーウィー、タージク・ハーシミー副大統

領などのイラー一一Lキーや幹部が、脳A幹部と直接会談を開始し［？1‘ffV　15　JUI］、シリアの

ダマスカスではサドル派指導者のムクタダーとアッラーウィ・…一一が直接交渉を行った。

両者は、国民和解政権の形成のために、］［NAとイラ・一一s？…一やの共同委員会を設置する

ことで合意した［班20踊201◎］。

　この合意を背景に、アッラーウィーがイラーキーヤの要求をマーリキー首相に叩き

つけたのが、7月2⑪田、首相府で行われた両者の第3回会談であった。嗣会談では、

脳Aとの交渉の進展を受けて強気になったアッラーウィーが、法治国家同盟に対して、

92　多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機

マーリキー首相の首班指名を撤回するように主張した［屡物灘21JUI　2010〕。だが、

この交渉も功を奏さず、7A28日には国会開催が無期限延期になり、「憲政上の空白」

はさらに進行した、、新宿権形成の交渉は袋小路に陥っていた。

　だが、INAとイラーキーヤは、マーリキ一越相への圧力を止めなかった。　INA幹部

は、近田中にイラーキーーヤとの連合の形成に合意すると発表、サドル派幹部は、INA

とイラーーキーヤの連合からは、法治国家同盟とマーリキー首相を排除すると主張した

［物α’12Aug　2010；Nfin　13　Aug　2010］。こうして、国民同盟内の首班指名交渉が暗礁

に乗り上げたことで、まず法治国家同盟とイラーキーヤが接近し、その交渉が決裂す

ると、次はINAとイラーキーヤが連合形成の薩前まで交渉をまとめたのである。

　ところが、INAとイラーキーヤがマーリキー首相を外した連合を形成すると、米国

とイランの介入がはじまった、米国は、4年聞の任期中にとりわけ治安の安定に大き

く貢撫したマ・一・　Yキー首相を外した政権の形成を批判し、マーーリキー首相の続投を支

援することを明言した〔S　19　Aug　2010］。9Eにはバイデン副大統領とゲーツ国防省が

バグダードを訪問し、改めてマーリキー首相とアッラーーウィーの権力分有体制を支持

する考えを示した［N4　Sep　201⑪］7。一方でイラン政府は、法治国家同盟とINAの「シ

ーーA派同盟」を維持するために、マーリキー首相の続投を国民同盟全体で支援するよ

うに呼びかけた8。ここには、①敵対的と言われる米国とイランが、別々の利害関係

に基づいて同じ主張を行うようになった点、②これまで親ISCI、反マーーリキー一の姿i勢

を維持してきたイラン政府が、ISCIではなくマーリキー首相を推すようになった点で、

：二重のねじれ現象力滉られる。

　かくして、これまでの合従連衡プロセスは再び振り出しに戻った。袋小路に陥った

政治エリートは再び、最少勝利連合ではなく、4政党連合が参加する挙国一致内閣の

形成を主張するようになった。ここに、権力分有の方法が重要な争点となり、新たに

「トロイカ＋1論」が出現した、従来の「トロイカ論」で主張された大統領、首相、

国会議長の3ポストでは、四つの政党連合に配分できない。これを克服するために、

「トロイカ＋1論」では、国家安全保障政治評議会という既存ポストの権限を拡大し

た戦略政治国民評議会（a1－Majlis　al－W試麺h－SiydSat　al－lst【爾iy翫；以下、政治評議会）

ポストを新設することを唱える翻23A㎎20絶酷物δ≠27A建g2◎瑚。四つの政党

連合に四つの最重要ポストを一つずつ配分しよう、というわけである。

3．新たなギ2極構遇の旛現一一姻Aの分裂と合意形成く9月3日～鯉念慮鋤

　国民岡邸内の交渉が膠着し、外部介入によってINAとイラーキーヤの連合が頓挫

したイラクでは、袋小路を打開するために、ISCIが次なる一手を打った。　ISCIは9

月3B、突如として、これまで明確にしてこなかった掴Aの首斑指名候補にアーデ

ィル・アブドゥルマフディー副大統領（ISCI幹部）を指名すると発表したのである9。

この決定の背景には、直前のバイデン、ゲーツ訪問によって、マーリキー首相とアッ
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ジキー首相とアッラーウィーは、あくまでも畠らの政党連合が主導する政権に国執し

結局、連合形成と首瑳指名の合意はなされなかった[z30Jun2010J。そもそも両者の

聞には、!日パアス党勢力を取り込んだ国民和解を主張するイラーキーヤに対して、!日

パアス党勢力の排除に基づく国民統合を行おうとする法治国家同盟という対立軸が

ある〔αι拘 lot26 Oct 201 0 J。こうした対立を皮映し、合意形成には失敗したが、法治

闇家同盟とイラーキ}ヤの本格的な交渉の開始は、「シーア派同盟」の破壊を試みた

もので、町Aの危機感を蝿った。イラーキーヤが介入したことで、国民間盟の桝Eみ

が潜幸する可能性が現実味を持つようになったからである加1JuI 2010J。

さらにこの最繍感に拍車をかけたのが、米国の介入で、あった。ワシントンでイラク

問題を担当するパイデ、ン副大統領は、バグダードを訪問し、?ーリキ一首相とアッラ

ーウィーの交渉開始を強く支持することを明確にした。マ}ヲキー首相とアッラーワ

ィーの権力分有体制を支援すると、初めて明言したのである [al-f:byat5 Ju12010J。

第1党のイラーキーヤと第2党の法治国家同盟の党首が権力分有体制を構築すること

こそが、選挙で表明された民意を反映する民主主義である、というわけだ。

これに背中を押されたのは、マーリキー首相で、あった。?ーリキー首相l士、国民間

盟の首粧指名が頓挫していることを受け、別A~こ対してこれ以上交?封瀬古ずるよう

であれば、イラ}キーヤとの連合を視野に入れた交捗を進めることを宣言した [SA3

Ju12010J。かくして、再構築された「シーア派同盟」の瓦解という可能性が現実味を

帯びてきた。

だが、こうした流れに対し、取Aも詑黙を守ったわけではない。サドル派幹部は、

法治国家向盟と町A の連合である国民同盟全体の意向を無視してアッラーワィーと

交渉を始めたマーリキー首相の姿勢を、反道纏的であり非合理的だと批判し、法治国

家同盟との首班指名をめぐる交渉を静止することを宣言した [al-拘Jat6Jul201むド。

政局の混乱が進むなかで、選挙後イラク政治にひとつの重大な転機が訪れたoそれ

は、第 l回国会開催から 30日以内に大統領を指名するという憲法規定の遵守が不可

能になり6、第2回国会の関擢を2連盟延期した (7丹14日〉結果、 f憲政上の空白j

が出現したことである。

法治国家同盟との交捗を停止した削A は、 r~憲政上の空白に対処するために、今

度はイラーキーヤ金交捗を開始した。アッラーウィ一、ターリク，ハーシミ一部大統

領などのイラーキーヤ幹部が、耐A幹部と直接会談を開始し [MN15J叫]、シリアの

ダマスカスで、はサドノレ派指導者のムクタダーとアッラーウィーが直接交捗を行った。

両者は、国民和解政権の形成のために、別Aとイラーキーヤの共同委員会を設寵する

ことで合意した[姐'20Ju1201的。

この合意を背景に、アッラーウィーがイラーキーヤの要求をマーリキ一首相に叩き

つけたのが、 7月20日、首相府で行われた調者の第3回会談で、あった。開会談では、

別Aとの交渉の進展を受付て強気になったアッラーウィーが、法治簡家間盟に対して、

き2 多数謙形成ゲームとしてのイラヲ選挙後危機

?ーリキー首相の首班指名を撤回するように主張した [al-拘lat21 J叫2010J。だが、

この交捗も功を奏さず、 7月28日には闘会開催が無期限延期になり、「憲政上の空白J

はさちに進有した。新教護軍戒の交主主は袋IJ、路に結っていた。

だが、 INAとイラーキーヤは、マーリキ一首相への庇力を止めなかったo別A幹部

は、近日中にイラーキーヤとの連合の形成に合意すると発表、サドル派幹部は、lNA

とイラ…キーヤの連合からは、法治富家同盟とマージキー首相を排除すると主張した

[陥satI2Aug 2010; Nun l3 Aug 2010J。こうして、国民同盟内の首班指名交渉が暗礁
に乗り上げたことで、ます守去治国家同盟とイラーキーヤが接近し、その交渉が決裂す

ると、次は卦JAとイラーキーヤが連合形成の龍前まで交渉をまとめたのである。

ところが、 INAとイラーキーヤがマーリキー首相を外した連合を形成すると、米国

とイランの介入がはじまった。米国は、 4年間の任期中にとりわけ治安の安定に大き

く貢献したマーリキ一首相を外した政権の形成を批判し、マージキー首相の続投を支

援することを明言した臼19Aug 201OJo 9月にはパイヂン副大統領とゲーツ国防省が

バグダードを訪轄し、改めてマーリキ…嘗杷とアッラーウィーの権力分脊体制を支持

する考えを示した[N4 Sep 2010J 70 一方でイラン政府は、法治国家同盟と INAの「シ

ーア派間盟jを維持するために、マーリキ一首相の続投を国民間盟全体で支援するよ

うに呼びかけたえととには、お敵対的と言われる来留とイランが、々の科書罷鐸

に基づいて同じ主張を行うようになった点、@これまで親ISCI、反マーリキーの姿勢

を維持してきたイラン政府が、ISCIではなくマーリキー首相を推すようになった点で、

ニ重のねじれ現象が見られる。

かくして、これまで、のd合従連櫛フ。ロセスは再日程り出しに廃ったo袋小路に陥った

政治エリートは帯び、最少勝利連合ではなく、 4政党連合が参加する挙国一致内閣の

形成を主張するようになった。ここに、権力分有の方法が重要な争点となり、新たに

「トロイカ+1論」が出現した。従来の「トロイカ論Jで主張された大統領、首相、

盟会議長の 3ポストでは、思つわ政党連合に配分できない。これを克服するために、

「トロイカ+1論Jでは、国家安全保障政治評議会という既存ポストの権限を拡大し

た戦略政治国民評議会同-M司lisal-Watar立li-Siyasatal幽1s国t事'yat;以下、政治評議会)

ポストを新設することを哩える印瓶詰A喝 201O;a付均Jat27 Aug 2010J。密つの敦党

連合に四つの最護要ポ只トを一つずつ配分しよう、というわけである。

3. 新たな r2橋構造jの出現一-JNAの分裂と合意形成ぐ9sJ 3 S "'"'ll sJ 10吾}

国民間盟内の交渉が勝着し、外部介入によって酎A とイラーキーヤの連合が頓挫

したイラクでは、袋'Jj、路を打開するために、 ISCIが次なる一手を打った。 ISCIは 9

月3宮、突知として、これまで明確にしてこなかった部Aの首班指名挨補にアーデ

イノレ・アブドウルマフヂィー副大統領 (ISCI幹部)を指名すると発表したのである

この決定の背景には、箆前のパイデン、ゲーツ訪問によって、マ~!Jキ一首相とアッ
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ラーウィーの権力分有に基づく新政権が形成される可能性に、INAが強い危機感を抱

いたことがあった。マーリキー首班指名への対抗馬として、アブドゥルマフディーを

選定したのである。INAのアブドゥルマフディー指名からU月までの約2か月は、

INA分裂によって政党間のパワーバランスが崩壊し、薪たな「2極構造」が成立した

ことで新政権形成の合意につながった時期である。具体的にみていこう。

　膠着状態打開のために取ったISCIのアブドゥルマフデK一指名は、結果的に逆効

果となり、INAの分裂を引き起こした。ジャアファリー率いる国民改革同盟とサドル

派が、ISαの決定を批判し、マーリキー首相の首斑指名支持に回ったからである。ジ

ャアファリーは、夏Sαによる一方的なアブドウルマフディー首班指名の決定は民主的

ではないと批判し、今後はマーリキー首班指名を支援することを発表した£／＞7Seρ

2◎1◎］le。ジャアファリーに続き、サドル派のNルバイイ・・一・・国会代表は、「マーリキ

ー首相は最大会派を率いる人物であり、なんびとも首班指名から排除することはでき

ない」と述べて、マーリキー首相の首班指名を支持することを初めて瞬翻した［rVasaζ

28　Sep　201e；　N　29　Sep　2elO］．

　では、あれほど強固な反マーリキー姿勢を取っていたサドル派が、ここにきてなぜ

政策を変更し、マーリle・一一・支持に回ったのだろうか。もちろんそれには理由があった、

それはag　1に、サドル派の精神的指導者とされるイラン・USム在住のカーズィム・ハ

ーイリーが、ムクタダーに対してマーリキー首班指名を支持するように圧力をかけた

ためである［al－bbyfit　21　Sep　2010］　i　i。第2に、4月に行った首班指名をめぐる独自の

住民投票で、2％を獲得して8位にとどまったアブドゥルマフディーを支持すること

は、サドル派自身の正当性にかかわる問題だからである。

　そして、米国、イラン、シリアもまた、マーリキ唱首斑指名を支持した［urasat13　Sep

2010コ。2009年末以降マーリキー首相と対立を続けたシリアに対しては、法治国家同

盟の派遣団がダマスカスでアサド大統領と会談し、利害関係の調整とともに、マーリ

キー首相の首班指名への支持を取り付けた口＞15Sep　2010］。

　この流れに乗った法治国家同盟、サドル派、ジャアファリーの改革潮流を中心とす

る国民同盟は、io月1H深夜、　ISCI不在のまま、正式にマーリキー首相を首班指名

候補に選定することを発表した。マーリキ一首斑指名は全会一致で合意されたが、

ISCIとファディーラ党が会議をボイほットしたこ屡拗5∫20ct　2◎綱。マーリキー首

相は、籍政権が治安機関の再編・強化、宗教・宗派・民族の差別の解消、真の国民和

解政策の徹底にカを入れることを明書する所信表明演説を行った［V3　Oct　2◎1◎］。

　ところで、以上のINA分裂によるパワーバランスの変化において、キングメ…一一・カ

ーとなったのは、間違いなくサドル派である。言い換えれば、最大会派としての国民

同盟の枠組みでマ…一・・リキー首班指名を発表できたのは、サドル派がマーリキー支持に

転向したからである。これは、サドル派のBアアラジー政治局長の「サドル派こそが

マーリキー首相に続投の機会を与えた」［N・21　Oct・2010］との発言に端的に表れてい

84　多数派形成ゲーームとしてのイラク選挙後危機

る。このことは、新政権でサドル派の影響力が実力以上に拡大することを意味してい

る。現にサドル派幹部は、単独政党として最大議席を持つ同派が、新政権で内務省な

どの主要ポストを掌握する権利を有していると喝破しているひ1U〈）ct　201◎コ。　ISCI

のアブドゥルマフディー首班指名候補の選定に起因するサドル派の離反こそが、マー

リキー紫斑指名の流れを決定的にしたのである。

　こうして最大会派の国民同盟がマーリキー首相の首班指名を正式に発表したこと

で、窮地に追いやられたINAとイラーキーヤは、7月以来の連携を強化した。イラー

キーヤの幹部はヨルダンのアンマンに集まって協議し、ISCIのアブドゥルマフディー

首班指名を支持する考えを示した。アブドゥルマフディーを首相に、アッラーウィ・一・一

を大統領に任命し、ISCIとイラーキーヤの連合に他の小規模政党を取り込んで、国民

同盟に対抗しようというわけである［酷侮灘22Seρ201◎；㎜20c重20103。

一方で、ISCIとイラーキーヤの接近を横目に、マーリキー首相は着々と首班指名へ

の支持を固めていった。これまで姿勢を曖昧にしてきたクルド同盟は、イラーキーヤ

との連合を否定し12、マーリキー首相の首班指名を支持することを選挙後初めて明書

した［Rl＞20ct　2◎10；暇＆望20α2◎1◎］。そして、キャスティング・ヴォートを握って

いると自負したクルド同盟は、マージキー首班指名支持の条件として、憲法ag　14◎条

の適用などクルド人の利害を集約した19の条件を提示し13、マーリキー首相に承認さ

せた［N　io　Oct　2◎i◎］。クルド同盟の戦略的勝利である。それに加えて、イラク合意

戦線とイラク統一同盟が統合して申道連合（抽ぬfa1－W漁◎を形成、国民同盟と連

立し、マーリキー首班指名を支持することを発表した［1＞120ct　2010］。合意戦線な

どの小規模政党は、この時点までどの政党と連合するかを明示せず、主要政党の合従

連衡プロセスを慎重に観察してきた。だカミ、中道連合が持つわずか10議席でも、首

班指名にとって大きな意味を持つようになってきた。ゆえに、クルド同盟と謹承連合

は、明らかに多数派になったマーリキー首相の首班指名支持に回ったのである。

　かくして、マーリキー首班指名を支持する大多数の勢力と、iSCIとイラーキーヤの

連合という新たな「2極構造」が出現した。図表3に示した合従連衡にしたがうと、

②から③の状態に連合が再編された。

　アンバランスなf2極構造」が成立すると、溶解指名候補者の輩出が非現実的とな

ったイラー一i？一や側は、大統領や国会議長をはじめとする重要ポストを可能な限り獲

得する戦略へとシフトした。マーリキー首斑指名の受け入れ条件として、イラーキー

ヤが政策決定の5◎％の権限を確保することを要請したのである［S　16　Oct　2010］。一方

で最高裁は、臨月24ヨ、地元NGOが原告となっていた裁判で、7月14　H以降の「憲

政上の空白」に対して違憲判決を下し、早急に通常国会を召集して組閣を進めるよう

に命じた［al－dOCtt　25　Oct］。

　「2極構週の成立と最高裁の違憲判決を受けて、各政党の指導者は、クルド同盟

のマスウ・一“’　F’・バールザーニーの呼びかけに従って、11月8日、イルビs・・一ル会議に集
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ラーウィーの権力分有に基づく新政権が形成される可能性に、INAが強い危機J惑を飽

いたことがあった。マーリキ一首班指名への対抗馬として、アブド、ウノレマブディーを

選定したのである。 INAのアブドウノレマフディ一指名から 11月までの約2か月は、

別A分裂によって政党間のパワーバランスが崩壊し、新たな r2極構浩jが成立した

ことで新政権形成の合意につながった時期である。具体的にみていこう。

勝着状態打開のために取った ISCIのアブドウノレマフディー指名は、結果的に逆効

果となり、別Aの分裂を引き起こした。ジャアファリー率いる国民改革同盟とサドノレ

派が、 ISCIの決定を批判し、マーリキー首相の首班指名支持に閤ったからで、ある。ジ

ャアファリーは、ISCIによる一方的なアブドウノレマブヂィ一首班指名の決定は民主的

ではないと批判し、今後はマージキ一首班指名を支援することを?発表した [N7 Sep 

2010J 100 ジャアブアリーに続き、サドノレ採の Nノレパイイ…盟会代表i士、「マーヲキ

一首相は最大会派を率いる人物であり、なんびとも首誕指名から排除することはでき

ないjと述べて、マージキ一言キ患の首班指名を支持することを初めて明言した抑'asat
28 Sep 2010; N29 Sep 2010J。

では、あれほど強調な反マーリキー姿勢を歌っていたサドル採が、ここにきてなぜ、

政策を変更し、マーリキー支持に回ったのだろう均、もちろんそれには理出があったo

それは第1に、サドノレ派の精神的指導者とされるイラン・エコム在住のカーズィム・ハ

ーイリーが、ムクタダーに対してすーリキー首班指名を支持するように圧力をかけた

ためである [α川向Jat21 Sep 2010J 11。第2に、 4月に行った首班指名をめぐる独自の

住民投票で、 2%を獲得して 8位にとどまったアブドウルマフディーを支持すること

は、サドノレ派自身の正当性にかかわる問題だからで、あるo

そして、米国、イラン、シリアもまた、マーリキ一首班指名を支持した[停泊at13Sep 
2010Jo 2009年末以降マーリキー首相と対立を続けたシリアに対しては、法治笛家同

盟の派遣聞がダマスカスで、アサド大統領と会談し、利害関係の調整とともに、マーリ

キー首相の首粧指名への支持を取り付けた[N15 Sep 2010J。

この流れに乗った法治富家同盟、サドノレ派、ジャアファリ…の改革潮流を中心とす

る彊民間盟は、 10月 l日深枝、 ISCI不在のまま、正式にマーリキー首相を首班指名

様捕に選定することを発表した。マーリキ一首班指名は全会一致で合意されたが、

ISCIとアァディーラ党が会議をボイコットした [al-拘lat20ct201OJ。マーリキ一首

相は、新政権が治安機関の再編・強化、宗教・宗派・民族の差別の解階、真の霞部日

解敦策の徹底iこ力会入れることを明言する所信表明議説を行った [N3Oct 2010J。

ところで、以上の INA分裂によるパワーバランスの変化において、キングメーカ

ーとなったのは、間違いなくサドル派で、ある。言い換えれば¥最大会派としての関民

間盟の科場~みで、マーリキ…首班指名を発表できたのは、サドノレ派がマーリキー支持に

転向したからである。これは、サドル派のB.アアラジ一政治局長の fサドル派こそが

すーリキー首相に続投の機会を与えたJ[N 21 Oct 2010Jとの発言に端的に表れてい

84 多数派育長成ゲームとしてのイラク選挙後危機

る。このことは、新政権でサドル派の影響力が実力以上に拡大することを意味してい

る。現にサドル派幹部は、単独政党として最大議痛を持つ間派が、新政権で内務省な

どの主要ポストを掌握する権利を脊していると喝破している [N11 Oct 201OJo ISCI 

のアブドウルマアディー首班指名{断書の選定に起臨するサド/レ派の離反こそが、マー

リキー首班指名の流れを決定的にしたのである。

こうして最大会派の国民民盟が?ーリキー首相の首班指名を正式に発表したこと

で、窮地に追いやられた取Aとイラーキーヤは、 7月以来の連携を強化した。イラー

キーヤの幹部はヨルダンのアンマンに集まって協議し、ISCIのアブドウノレマアディ

首班指名を支持する考えを示した。アブドウルマフヂィーを首相に、アッラーウィー

を大統領に任命し、 ISCIとイラーキーヤの連合に地の小規諜政党を敢り込んで、愚民

間盟に対抗しようとし、うわけである [a[.幡拘lat22Sep 2010;滞日20ct201OJ。

一方で、 ISCIとイラーキーヤの接近を横目に、マーリキー首相は着々と首班指名へ

の支持を留めていったo これまで姿勢を礎妹にしてきたクルド向盟は、イラーキーヤ

との連合を否定し12、マージキ一首相の首斑指名を支持することを選挙後初めて明言

した凶20ct201O;抑制20ct201OJ。そして、判スティング・ヴオートを握って

いると自負したクルド向盟は、マーリキー嘗斑指名支持の条件として、憲法第140条

の適用などクルド人の科書を集約した19の条件を提示し13、マーリキー首相に承認さ

せた [N10 Oct 2010J。クルド同盟の戦略的勝利である。それに加えて、イラク合意

戦線とイラク統一同盟が統合して中道連合 (Tahalufal-W.郡婦を形成、国民間盟と連

立し、マ…ヲキー首班指名を支持することを発表した [N12 Oct 2010J。合意樹泉な

どの小規模政党は、この時点までどの政党と連合するかを明示せず、主要政党の合従

連衡プロセスを慎重に観察してきた。だが、中道連合が持つわずか 10議席でも、

班指名にとって大きな意味を持つようになってきたoゆえに、クルド同盟と中道連合

は、明らかに多数派になったマーリキ一首相の首班指名支持に回ったので、ある。

かくして、マーリキー首芳f指名を支持する大多数の勢力と、 ISCIとイラーキーヤの

連合という新たな f2樹溝造jが出現した。図表3~こ示した合従連衡にしたがうと、

②から告の状諒に連合が再編された。

アンバランスな f2極構造jが成恋すると、首班指名繰補者の輩出が非現実的とな

ったイラーキーヤ棋は、大統額や習会議長をはじめとする重要ポストを可能な限り獲

持する戦略へとシフトした。マーリキー首薮指名の受け入れ条件として、イラーキー

ヤが政策決定の50%の権認を確保することを要諾したのである [S16 Oct201OJ。一方

で最高裁は、 10月24吾、地元N∞が原告となっていた裁判で、?月 14日以降の

政上の空白に対して違憲判決を下し、早急に通常国会を忍集して組閣を進めるよう

に命じた [al-拘Jat250ctJo

r2極構造jの成立と最高裁の違憲判決を受けて、各政党の指導者は、クノレド同盟

のマスワード・パー/レザーニーの呼びかけに従って、 11月8日、イルビール会議に集
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結した。同会議では、イラーキーヤが、国会議長、政治評議会議長、国防省などのポ

ストと引き換えに首相と大統領ポストを譲歩することを、原則合意した〔泌拗薦9

Nev　201◎〕。同時にイラーキーヤは、治安と政治決定における大きな権限を政治評議

会に付与することを新政権への参加条件とした［旛躍舞N◎v2◎姻。こうして、争

点が、首相と政治評議会のあいだの権限の配分、言い換えればFパッケージ解決」に

基づく「トUイカ＋1」体制の是非にシフトした。結果的に、政治評議会は「アッラ

ーウィーを議長に20名のメンバーで構成され、安全保障や外交政策などの国家の運

命を左右する重要な問題を協議する。マーリキー首相もメンバーとして参加する」［SU

12・Nov・2◎10〕ことで原則合意したが、どの程度の権限を付与するのかという具体的な

点は明確にされず、曖昧なまま残された。かくして、U月U日の国会で、ターラバ

ー一一 jー一大統領、マーリキー首相、ヌジャイフィー国会議長、アッラーウィー政治評議

会議長を中心とする新政権の形成が合意され、組閣のめどが立ったのである。

Ill．選挙後危機の収束一権力分有体制の成立

1。なぜ憲政上の空白が8カ月以上も続いたのか？

　では、新政権形成の合意までに、なぜこれほどの時間がかかったのだろうか。以上

で概観した合従連衡の政治ゲームからは、次の二つの争点をめぐって妥協が難航し、

そこに三つ目の要素として外部介入が加わったためだと整理できる。

　ng　iに、パッケージ解決に妥協形成が困難だったためである。上述の通り、「パッ

ケージ解決論」は法治国家同盟とINAの交渉のなかで生まれたが、イラーキーヤも

マーーリキー政権後半に拡大した首相府の権限を縮小することを支持した〔晶梅翻5

Sep　201◎］。これに対して、マーリキー首相は、既存の首相権限は憲法の規定通りであ

り、その権限を縮小するには憲法レベルの改定が必要になると主張した［泌物溜12

Sep　2010］。パッケージ解決は憲法改正と同義だ、というわけだeなるほど憲法第78

条には、首相は政治執行の最高責任者であり、軍部の最高司令官であるとの規定が存

在する。だが、ISCIとイラーキーヤはその規定を改定しても、首相の権限を縮小する

べきだと主張した［㎜18◎ct　2010；酷吻翻◎：Nov　2◎10］。つまり、首梱人事と同時

に首相の権限も協議・決定しなければならなかったことが、交渉を難航させ、新政権

の形成を遅らせた。

　第2に、fトuイカ十Uのポストをめぐって各政党が争奪戦を展開し、妥協案が形

成できなかったからである。上述の通り、大統領、首相、国会議長のトロイカ体制に

加え、政治評議会ポストを新設し、縮小した砂質権限を委譲することが合意されるま

で、長い合従連衡による多数派形成が必要となった。結局、政治評議会の権限は明確

に規定されないまま、そのポスト新設だけが原則合意された。ゆえに、閣僚ポストの

配分段階でも、政治評議会の権限をめぐる対立が継続することとなつだ4。

　第3に、以上のような多数派形成と権力争奪のゲームに、多様な利害関係を持った

86　多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機

外部アクターが介入し、交渉を混乱させたからである。「シーア派同盟」再構築期に

はイランの介入が目立ち、同盟再編期には、米国とイランがINAとイラーキーヤの

連合形成に歯止めをかけた。INAによるアブドゥルマフディー首班指名も、米国がマ

ーリキー首相とアッラS…一Lウィーの連合を纏めるために介入したことへの反発だった。

このように、「シ…一一ア派同盟」の継続によって影響力を維持したいイランと、あくま

でもマー・一　yキー首相とアッラーーウィーの権力分有に固執する米国の介入は、合従連衡

のプロセスを混乱させ、イラク国内のパワーバランスを変化させてきた。以上の三つ

の要素が複合的に作用し、選挙後の新政権の形成を延滞させたのである。

　にもかかわらず、新政権の主要ポストが合意され、組閣のめどが立ったのはなぜな

．のか。それは第1に、マーリキー率いる国民同盟がギ2極構造」の成立によって開確

な多数派を形成し、有利な形で権限を配分（組閣）できるようになったためである。

第2に、f2極構造」によって少数派に転落し、様々な跨飯勢力が出環したイラーキー

ヤ（およびISCI）が15、権限の配分を条件に政治評議会と国会議長のポストを承認せ

ざるを得なかったからである。イラーキーヤとISCIは、双方の票を合わせても100

議席に届かず、新政権を主導することは不可能であった。第3に、国民同盟もイテー

キーヤも、政治評議会の権限を曖昧にしておくことで、新政権形成の合意を優先させ

たからである16。言い換えると、「トua　dカ＋　ljに配分する明確な権限の議論を先送

りすることで、新政権形成の原則合意を達成したのである。

2．分有された権カー一調整型の政権と脱バアス党政策

　さて、H月11日の国会で合意された新政権の特徴は、三つに整理できるだろう。

　第1に、権力分有と調整型の政権となった。合従連衡のプurセスからも明らかなよ

うに、マーリキー首相の続投には、①サドル派の政策転換が不可欠であり、②その後

のクルド同盟の支持が必要であった。したがって、ISCIのハンムーディー政治局長を

”抑えてサドル派のクサイ・スヘイルが国会ag　1副議長に任命されたことが示している

ように［512：Ncv　20　i◎］、新政権でサドル派の発言力が必然的に高まることになる。

クルド同盟も同様に、利害の拡大を要求するだろう。さらに、③イラーキーヤが、ア

ッラーウィー政治評議会議長、ヌジャイフィー国会議長に加え、多くの重要ポストを

獲得する見込みである。それゆえ、マーリキ回虫政権は、権力分有体制であることに

加え、各派の利害関係を調整するメカニズム構築の必要に迫られることになる（図表

4）　e

　第2に、イラーキーヤが権限を拡大したことは、係争地をめぐってクルド同盟との

対立が激化することを意味する。国会議長に就任したヌジャイフィーは、対クルド強

硬派である。薪政権では、中央地方関係の調整を進めることが不可欠となるだろう。

　第3に、権力分有体制下でイラーee一一ヤが権限を拡大したことは、前政権下で進め

られた脱バアス党政策が大きな転換を迎えることを意味する。そもそも3月の国会選
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結した。同会議では、イラーキーヤが、国会議長、政治評議会議長、国防省などのポ

ストと引き換えに首相と大統領ポストを譲歩することを、原則合意した [al-拘;at9 

Nov 2010J。同時にイラーキーヤは、治安と政治決定における大きな権践を政治評議

会に付与することを新政権への参加条件とした抑加'atllNov 2010J。こうして、争

点が、首相と政治評議会のあいだの権販の配分、言し喰えれば fパッケ一、丸字決jに

基づく「ト口イカ十1J体制の是非にシフトした。結果的に、政治評議会は「アッラ

ィーを議長に 20名のメン'バーで構成され、安全保障や外交政策などの国家の運

命を左右する重要な問題を協議する。マーリキ…首相もメンバーとして参加するJ[SA 

12Nov201OJことで原則合意したが、どの程疫の権限を付与するのかという具体的な

点は明確にされず、自愛味なまま残された。かくして、 11月 11日の盟会で、ターラパ

ーニ一大統領、マーリキ…言相、ヌジャイフィー霞会議長、アッラーウィ一政治評議

会議長を中心とする新政権の形成が合意され、組閣のめどが立ったので、ある。

111.選挙後危機の収束一一権力分有体制の成立

1. なぜ憲政上の空白が8カ丹以上も続いたのか?

では、新政権形成の合意までに、なぜこれほどの時間がかかったのだろうか。以上

で概観した合従連衡の政治ゲームからは、次の二つの争点をめぐって妥協が鰍完し、

そこに三つ自の要素とし，て外部介入が加わったためだと整理で、きる。

第 1に、パッケージ解決に妥協形成が困難だったためであるo 上述の通り、「パッ

ケージ解決論jは法治国家間盟と INAの交渉、のなかで生まれたが、イラーキーヤも

マーリキ一政権後半に拡大した首相府の権限を縮小することを支持した [α1-拘Jat15

Sep2010J。これに対して、マーリキー首栂は、既存の首相権限は憲法の規定通りであ

り、その権設を縮小するには憲法レベルの改定が必要になると主張した [α付均lat12 

Sep 2010J。パッケージ解決は憲法改正と問義だ、というわけだ。なるほど憲法第78

条には、首樹立政治腕子の最高葉イ壬者であり、軍部の最高司令官であるとの規定が存

在する。だが、 ISCIとイラーキーヤはその規定を改定しても、首相の権設を縮小する

べきだと主張した[野自180ct2010;αfイ均lat10 Nov 2010J。つまり、首相人事と問時

に首相の榔畏も協議・決定しなければならなかったことが、交渉を期立させ、新政権

の形成を遅らせた。

第2に、 fトロイカ十1Jのポストをめぐ、って各政党が争奪戦を展開し、妥協案が形

成で、きなかったからで、ある。上述の通り、大統領、首相、面会議長のトロイカ体制に

加え、政治評議会ポストを新設し、縮小した首相権限を委譲することが合意されるま

で、長い合従連衡による多数派形成が必要となったo 結島、政治評議会の権限は明確

に規定されないまま、そのポスト新設だけが原則合意された。ゆえに、間稼ポストの

配分段階でも、政治評議会の権限をめぐる対立が継続することとなった14

第3~こ、以上のような多数派形成と権力争奪のゲームに、多様な利害関係を持った

86 多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機

外部アクターが介入し、交渉を漉苦しさせたからである。トンーア派同盟j再構築期に

はイランの介入が目立ち、同盟再編期には、米国とイランが恥A とイラーキーヤの

連合形成に歯止めをかけた。町Aによるアブドウノレマブディ一言斑指名も、米国がマ

ーリキ一首相とアッラ…ウィーの連合を櫨めるために介入したことへの震発だった。

このように、 fシーア派同盟jの手酪亮によって影響力を維持した持、イランと、あくま

でもマーリキー詰相とアッラーウィーの権力分有に思執する米国の介入i士、合従連帯

のプロセスを混乱させ、イラク国内のパワーバランスを変化させてきた。以上の三つ

の要素が複合的に作用し、選挙後の新政権の形成を延滞させたのである。

にもかかわらず、新政権の主要ポストが合意され、組閣のめどが立ったのはなぜな

のか。それは第lに、マーリキー率いる国民間盟が r2極構造jの成立によって明確

な多数派を形成し、有利な形で権援を配分(組閣)できるようになったためで、ある。

第2~こ、 r2 機構造J ~こよって少数諏に転落し、様々な語版勢力が出現したイラーキー

ヤ(およびISCI)が15、権醸の配分を条件に政治評議会と国会議長のポストを詩史認せ

ざるを得なかったからで、ある。イラーキーヤと ISCIは、双方の棄を合わせても 100

議席に愚かず、新政権を主導することは不可能で、あった。第3に、国民間躍もイラー

キーヤも、政治評議会の権限を媛味にしておくことで、新政権形成の合意を譲先させ

たからである16 言い換えると、 fトロイカ十1Jに配分する明確な権践の議論を先送

りすることで、新樹新械の原則合意を達成したのである。

2. 分帯された権力一一調整型の政権と脱パアス党政策

さて、 11月11日の盟会で合意された新政権の料教は、三つに整理で、きるだろう。

第lに、権力分宥と調整裂の政権となったo合従連衡のプロセスからも明らかなよ

うに、マーヲキー嘗桔の続投には、 CDサドノレ派の政策転換が不可欠で、あり、②その後
のクノレド向盟の支持が必要で、あった。したがって、誌はのハンムーディ一政治局長を

抑えてサドル派のクサイ・スヘイノレが国会第1副議長に在命されたことが示している

ように [S12 Nov 2010J、新政権でサドノレ派の発言力が必然的に高まることになる。

クノレド間援も両様に、利害の拡大を要求するだろう。さらに、③イラーキーヤが、ア

ッラーウィ一政治評議会議長、ヌジャイブィー国会議長に加え、多くの重要ポストを

獲得する見込みである。それゆえ、マーリキ一新政権は、権力分有体制であることに

加え、各派の利害関係を調整するメカニズム帯築の必要に迫られることになる(図表

4)。

第2に、イラーキーヤが権限を拡大したことは、係争地をめぐってクノレド同盟との

対立が激化することを意味する。盟会議長に就侵したヌジャイブイーは、対クノレド強

硬派である。新政権では、中央地方関係の調整を進めることが不可欠となるだろう。

第3~こ、権力分有体制下でイラーキーヤが権限を拡大したことは、諮政権下で潜め

られた鋭パアス党政策が大きな転換を迎えることを意味する。そもそも3月の国会選
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挙で主要な争点になったのは、脱バアス党政策であった［山尾2◎loj。1田の国会で

も、イラーキーヤは大統領・首相の承認条件として、サーリフ・ムトラクやザーフィ

ル・ア一二・V一ら同派幹部への脱バアス党法適用を取り下げることを挙げ、新政権では

脱バアス党法の見直しを進めると明言した［S　12　Nov　2010；雄侮耐6Nov　2010コ。脱

バアス党政策に強く反対するムトラクやアッラーウィーが政権の中枢に参入したこ

とで、今後はiHバアス党員の復帰政策が進み、その過程で政策対立が激化することに

なるだろう。

｛図表4：新政権（挙国一一致内閣）の首脳メンバー】

鷹瞭ポスト 嚇 政党飴 所属政党 注記

ジャラールターラバーニー 鳳 PUK 則K党首、クルド人、前大統領

誉相 ヌーり一・マーリキー SLA ダアワ党 ダアワ党党首、シーア派、輔相

政治評議会 イヤード・アッラーウィー ！RQY イラク・リスト イラク・リスト党首、シーア派、元首相（2004・05年）

国会議長 ウサーマ・ヌジヤイフイー 皿QY ハドウバー モスル出身のスンナ派、対クルド強硬派

三会第疇蟻長 クサイ・スヘイル 脳A サドル派 サドル派解敏ブ資ックの幹部、シーア派

国会第2畠犠長 アーリフ・タイフール 継 KDP キルクーク県当選、クルド伺盟幹部、クルド人

綴所）砂11N◎v　2◎1◎；S11　Nov　2◎1◎；M＞12Nov　2010；鐸1一侮韻2恥V　2◎綱をもとに、筆考作成

　第2に、fパッケージ解決論」や「トロイカ＋1論」に見られるように、権力分有の

システムを議論し、まがりなりにも最終的に制度を作り上げた。この権力分有の制度

構築の試みは、政党連合を再編して多数派を形成しつつ、そこで導出された利益をも

とに権力を配分し、最終的にはそれを分有していくという「イラク型民主主義」の定

着において、極めて重要な実験だったのである。

合意された新政権首脳陣の構成をみると、合従連衡によって引き出された利益に基

づいた権力分有システムが構築されたことが分かる。多様な政策志向を持つ政党連合

に権限が配分されたことで、今後は政策（とりわけ脱バアス党政策〉をめぐる対立が

激化することになる。これは、短期的には効率的な政策過程を阻害するものになるが、

政策のすり合わせによる政治決定の進展という観点からは、長期的に見ると民主化の

定着にとって重要な前進となるだろう。だが、8カ月以上にわたるエリートの政治ゲ

・・一一 ?ﾉよって失われた国民の政治に対する信頼を回復することが、より優先されるべ

き課題なのかもしれない。組閣のめどが立ったことは、政治闘争の終焉を意味しない。

それは、今後4年間の政治対立の始まりに過ぎないのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2◎1◎年il月30ヨ脱稿）

IV．おわりに

　3月越国会選挙でいずれの政党連合も過半数の議席を獲得できなかったことは、多

数派形成のための政治ゲームの開始に直結した。本稿で整理してきたように、合従連

衡に基づく多数派形成ゲームの過程で、①首班指名の人事と首相の権限の縮小をパッ

ケージ解決すること、②制限した首相権限を四つのポストで配分する制度を構築する

こと、の2点をめぐって交渉が難航し、③そこに多様な利害を持つ外部アアクターが

介入することによってさらに交渉が混乱した。かくして、新政権の形成は8か月以上

も遅れることとなった。

　本稿で整理した合従連衡のプmセスは、民意とはかけ離れた政治エリートのゲーム

である。だが、それは、イラク人による新たな制度の創造と定着、民主主義の進展の

観点からは重要なプraセスであった。その結果、次の二つのことがもたらされた。

　第1に、．政党間の連合の組み替えによって自派の利益を引き出していくという政党

政治が定着した。マーリキー首相率いる法治国家同盟は、3月の国会選挙におけるfカ

ウンタv・一一　“インティファーダ」［山尾2◎IO］によって権限の配分を余儀なくされた溺、

8カ月以上にも及ぶ交渉によって首相ポストを維持した。イラーキーヤは、首相ポス

トこそ逃したが、政治評議会をはじめとする大きな権限を獲得することに成功し、権

力分有体制の定着に寄与した。サドル派、クルド同盟、血道連合は、政党間のパワーー

バランスを揺るがすインパクトを持つ再編をどのタイミングで行うべきかを学んだ6

多党制の進行と票の分散という状況で、合従連衡によって利害の最大化を図るという

政治の仕組みを定着させたのである。

＜引用文献＞

D凝D翻Z席画蜘畷伽（Web版h⑳：〃www趣甑。◎ra／ltewノ）

泌論調（Web版h即1〃www．（laralhayatcomy‘）

㎜：WihalaAnbj’al－／‘llliM　al一‘lrkgf（Web版h⑳：〃al－iraqnews．netifiewノ）

融融腰綱みぬ加卿（Web版h鞠：〃www繍鋤．com／）

厭晶伽δ鋤7b肋纏（Web版雛P：〃www，a］m◎watennews．c◎撮）

亙聡糠Z劒刃繍融一躍始々’（Web版擁P：〃W　wew．nakhebUews，c◎鯉）

PS励（Web版h鞠：／／non14．neの

RD：R∂伽Dグ1α（Web版㎞P：〃www・．rad　iodijla．com／）

ew：Rj7dtyi？　Nawa（W¢b版h蓑Pl〃tadjomawa．◎om／arf）

畿高議擁伽（Web版h鞠：／／www．爵㎜露a編e曲◎me．htrni＞

SA：crZ－Shewe　al－Awsa．t（W¢b版hゆ：〃www．asharqalawsat．com／）

剛磁：燐舷血痂’心血α崩励（Web版h勘：〃www．sh徽ews鵡om）

rVasat（Web版htφ：〃wasat◎血1e．com／）

昭：砺緬如泌％吻姦M泌δ’（Web版h撹P：〃姻1覧。£omノ）

Z屡Zご繍（Web版h鞠：〃www，竈鋤鋤，c◎掘〉

ICG：international　Cdsis（troup．2010．加。膨。翫ぬ加躰Secr吻7　Forces　betWeen　U5：

　Drewdoww　dnd　mathdraitval，　No．　99，　26　Oetober　2010．

山尾大2◎10「イラク国会選挙（20i◎年3月7B）と分極化するイラク政治」『中東研

88　多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機 申東研究201C／20質V◎1．瓜　89

挙で、主要な争点になったの辻、脱パアス党政策で、あった[山混201OJo11 I=lの盟会で

も、イラーキーヤは丸統領・首相の敢認、条件として、サーリブ・ムトラクやザーフィ

ル・アーニ}ら間派幹部への目覚パアス党f長車用を取り下iずることを挙げ、新政権では

脱パアス党法の見直しを進めると明言した [S12 Nov 201 0;αlイ均Jat16 Nov 2010J。脱

パアス党政策に強く反対するムトラクやアッラーウィーが政権の中枢に参入したこ

とで、今後は!日パアス党員の復帰政策が進み、その過強で政策対立が激化することに

なるだろう。

{思表4:新政権(挙国一致内閣)の首脳メンバー}

聞東ポスト 間僚 政措裏金 所騒政党 j説日

j嚇額 ジャラール・タ}ラパ}ニー KA PUK PUK党首、クルド人前大統領
前E ヌーヲー・マージキー SLA ダアワ党 ダアワ党党首、シーア抵、話首相

酎話犠会 イヤード・アッラーウィー 政QY イラク・リスト イラクサスト党昔、シーア派、元首相。∞4-05情

盟会議長 ウサーマ・ヌジャイフィー lRQY ノ¥ドゥパ} モ7Jレ出身のスンナ派、対クjレド強硬探

国会第i翼i蟻長 クサイ・スヘイル 酎A サドル採 サドル糊放プロックの幹部、シーア探

国会第2骨髄長 アーリフ・タイプ}ル KA KDP キルクーク県当選、クルド問盟幹部、クルド人

{出所)[N 11 Nov 2010; S 11 Nov 2010; MN 12 Nov 2010; al寸均latl2Nov 2010]告ともとに、筆者作成。

IV.おわりに
3月の器会選挙で、いずれの政党連合も過半数の議席を獲得で、きなかったことは、多

数派形成のための政治ゲームの開始に思桔した。ヰキ高で整理してきたように、合従連

衡に基づく多数派形成ゲームの過程で、①首班指名の人事と首相の権限の縮小をパッ

ケージ解決すること、②制限した首相権限を四つのポストで配分する制度を構築する

こと、の2点をめぐって交渉が難航し、命そこに多様な科書を持つ外部アアクターが

介入することによってさらに交渉が混乱した。かくして、新政権の形成は8か月以上

も遅れることとなった。

本稿で整理した合従連衡のプ口セスは、民意とはかけ再借した政治エリートのゲーム

である。だが、それは、イラク入による新たな制震の創造と定着、民主主義の進展の

観点からは重要なプ口セスであった。その結果、次の二つのことがもたらされた。

第 1に、政党問の連合の組み替えによって自派の科益を引き出していくという教党

政治が定着した。マーリキー首相率いる法治国家同盟は、3月の国会選挙における fカ

ウンター・インティブァーダJ[山尾2010Jによって接接の頭記長を余儀なくされたが、

8カ月以上にも及ぶ交渉によって首相ポストを維持した。イラーキーヤは、首相ポス

トこそ逃したが、政治評議会をはじめとする大きな権限を獲得することに成功し、権

力分有体制の定着に寄与したむサドノレ派、クノレド同盟、中道連合は、政党聞のパワー

バランスを揺るがすインパクトを持つ再編をどのタイミングで行うべきか者学んだL
多党制の進行と票の分散という状況で、合従連衡によって利害の最大化を図るという

政治の倣旦みを定者させたのであるG

BB 多数派部或ゲームとしてのイラク選挙後危機

第2に、「パッケージ解決論Jや「トロイカ十l論Jに見られるように、権力分有の

システムを議論し、まがりなりにも最終的に制度を作り上げた。この権力分脊の制震

構築の試みは、政党連合を再繍して多数派を形成しつつ、そこで導出された和議をも

とに権力を配分し、最終的にはそれを分有していくとしづ「イラク型民主主義jの定

着において、撞めて重要な実験だったので、ある。

合意された新政権首脳揮の構成をみると、合従連衡によって引き出された利益に基

づいた権力分有システムが構築されたことが分かる。多様な政策志向を持つ政党連合

に権限が配分されたことで、今後は政策(とりわけ脱パアス党政策)をめぐる対立が

激化することになる。これは、短期的には効率的な政策過種をF亘書するものになるが、

政策のすり合わせによる政治決定の進展という観点からは、長期的に見ると民主化の

定着にとって重要な前進となるだろう。だが、 gカ月以上iこわたるエリートの政治ゲ

ームによって失われた関民の政治に対する信頼を回捜することが、よち{憂先されるべ

き課題なのかもしれない。組閣のめどが立ったことは、政治鶴争の終駕を意味しない。

それは、今後4年間の政治対立の始まりに過ぎないのである。
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研究科博士課程修了、京都大学博士（地域研究）。H本学術振興会特別研究員（PD）

を経て現職主要論文に、“A蝦s至a戯st　S◎c憾M◎ve搬e滋職der｛he　A界磁翻鋤Reg面¢血
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ィー〈9％〉、サドル派のビハーウ・アアラジー（5％）、1NCのアフマド・チャラビー（3％）、　ISCI

のアーディル・アブドゥルマフディー（2％）と続いた〔al－bbydit　8　Apr　2◎IO］。

3サドル派のB．アアラジー政治局長は、INAを排除した漸政権の形成は不可能であると主張し、

イラーキ・一やと法治国家岡盟の交渉を牽制したこDM23　Apr　20　io］。

4gこでも、首班指名と首相の権限縮小をパッケージで解決しようとした〔al－dOfit　19Jun　2010〕。

5加えて、醸A内部からは、米国の支援を受けたマーリキー首相とアッラーウィーの交渉を、ワ

シントンによる内政介入であると強く批判する意見が噴出した〔廉拗δ組踊20瑚。

6イラク憲法では、選挙結果の承認後isH以内に第1圏国会を召集し、その後30露以内に大統

領を選出、選出された大統領は15罠以内に最大会派から首相を任命し、任命された首相が306

以内に組閣を行うという規定があるく憲法第54、55、76条）。

7バイデン副大統領とゲーツ国防根の訪問は、8月末の米軍戦闘部隊撤退後の政権運営を協議す

ることが潰的であった。米軍の撤退に関しては、［ICG　2010］参照。

8これに対して、サドル派幹部は、テヘランがマーリキー首相を推し続けるのであれば、サドル

派の拠点をイランから撤退すると批判した泌23Aug　2◎10］。

9　INAのハーデg・一一　・アーミリー〈パドル軍団司令官〉は、　INAの公式首斑指名候補としてA

アブドゥルマフディーをたて、法治閣家同盟のマージキー首相と協議したうえで、国昆同盟の

枠内で首班指名候補を1人に絞ることを強調した臨4Seρ2◎1◎］。

10これに対して、法治国家同盟は、元ダアワ党幹部であったジャアファジ　一一fl｛、マーリキー首相

の首班指名の支持に回るのであれば、ダアワ党幹部への復帰のために党幹部のポジシgンをジャ

アファリーに準備すると主張し、ジャアファリーの決定を歓迎した［暇＆鰺Seρ2◎i◎］。

llハーイリ「は、ムクタダーの師匠に当たり、サドル派に一定の影響力を持つシーア派宗教界の

法学権威であるeハーイリーは7月にも、①米軍の撤退を2011年末までに完成させること、②

拘束中のサドル派の囚人を全員釈放することを条件に、マーリキー首相の首班指名を支持する考

えを示していた［話侮翻7」“i20期。
12 Cラーキーヤに加盟し、とりわけ北部のニーナワ・・一一Wtで票をイ申ぱしたハドゥバーは、モスル、

キルクークなどの係争地でアラブ人勢力の権益を主張して大きな支持を獲得した。係争地でのア

ラブ人の権益とは、クルド同盟の権限拡大を阻止することである。イラーーキーヤは、ハドゥバー

ーなどの対クルド強硬派が中心勢力になっているがゆえに、クルド同盟との政策的な妥協が困難に

90　多数派形成ゲームとしてのイラク選挙後危機

なる。各政党連合の政策やイデオ獄ギーの詳細については、［由尾2010］の函表3を参照のことe
13
?ﾌ的には、連邦鰯の尊重、地方政府への権眼の委譲、第140条の適用、石演開発の権利、石

油法の改正・承認、ペシュメルガの国軍への再編、クルド嗣盟からの大統領の任命などがクルド

岡盟のマーリキー首糊の首斑指名支持の条件に挙げられた。詳細は、．［masae7　oct　2010］を参照

のこと。

14アッラーウィーは、政治評議会は100人以上のアドバイザー、SPなどのスタッフで構成され

る巨大な組織にするとの方針を示す～方で、国民同盟の幹部は、政治評議会の組織構成には国会

の承認が必要だとして、アッラーウィーの政策を批判した〔1V　14Nov　2010］。本稿脱稿段階では、

①政治評議会が執政権を有するか否か、②意思決定は全会一一一一twか、8割か、絶対多数かをめぐる

論争が継続している［謡侮6’29Nov　2010］。
茎5

}議拘束が弱いイラーキーヤは、常に離反組の存在が報道されてきた。例えば、イラーキーーヤ

に加盟する35人の議員が岡派を離脱し、マーリキー首相の首班指名支持に回ったと報道された

脚180ct　201ω。その中心人物であるタラール・ズー・一一一ビイー幹部は、マーリキー首班指名の支持

を明雷した後、武装勢力に事務所を数園襲撃された［2V　10　Nov　2010］。　ISICも岡様に、離反組が

出現した。A．ハキーム議長がマージキー首班指名に反対してイラーキーヤとの連合を進めている

にもかかわらず、ISCI民兵組織パドル軍団（Hアーミリー一が指導）は、イラーキーヤとの連合を

否定、あくまでも国民同盟の枠組みの維持を主張した〔al－dOdit　20　Oct　2010〕。ハドル軍団は、最

終的にマS・一一一リキー首相支持に回った泌＞11Nov　2010］。

1611月11日の国会前にボイロットを主張していたイラーキーヤに対して、オバマ米大統領が直

接電話会談でボイコットの停止の圧力をかけた、との報道もある［屡侮δ’12Nσv2010］。
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10ト132，2010年などがある。

l酎A内の各教党の議席獲得率については、[山尾2010:74Jを参照のこと。
2第3位からJI震に、サドル派のクサイ・スヘイル(17%)、マーリキ一首相(10%)、アッラーワ
ィー (9弘)、サド/レ派のピハーウ・アアラジー (5%)、INCのアフマド・チャラピー (3%)、ISCI

のアーヂィノレ・アブドウノレマフヂィー (2%)と続いた〔α付均lat8 Apr 2010]。
3サドノレ者NのB.アアラジ一政治局長は、部Aを排除した新政権の形成は不可能であると主張し、
イラーキーヤと法治国家間盟の交渉を牽制した [DM23Apr201O]。
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7パイデン副大統領とゲーツ国防相の訪問i士、 8月末の米軍戦間部勝撤退後の政権運営を協議す

ることが目的で、あった。米軍の撤退に関しては、 [ICG201OJ参照。
8これに対して、サドノレ派幹部は、テヘランがマーリキ)首相を推し続けるのであれば、サドノレ

採の拠点をイランから撤退すると批判した [SA23 Aug2010J。
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アブドウルマフディーをたて、法?合国家間援のマ}リキー首相と協議したうえで、由民間盟の
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拘束中のサドノレ派の四人を全員釈放することを剣牛に、マーリキ一首相の首班指名を支持する考

えを示していた [αl寸かflt17 Jul2010J。
12イラーキーヤiこ加盟し、とりわけ北部のニーナワー県で票を伸ばしたハドゥパーは、モスノレ、

キルクークなどの係争地でアラブ人勢力の権益を主張して大きな支持を獲得した。係争地でのア

ラブ人の権益とは、クノレド同盟の権限拡大をF邑とすることである。イラーキーヤは、ハドゥパー
などの対クノレド強硬派が中心勢力になっているがゆえに、クルド再建との政策的な妥協が器難に
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なる。各政党連合の政策やイデオロギーの詳細については、[山思2010Jの図表3を参照のこと6
13其体的には、連邦制の尊重、地方政府への権隈の委譲、第140条の適用、石油開発の権利、石
油法の改正・承認、ベシュメルガの国軍への再編、クノレド悶盟からの大統領の任命などがクノレド

間盟のマーリ今一首相の首暁指名支持の条件に挙げられた。詳細は、[野加。打Oct2010Jを参照
のこと。

14アッラーウィーは、政治評議会は100人以上のアドバイザー、 SPなどのスタッフで構成され

る区大な紙識にするとの方針を示す一方で、国民間盟の幹部は、政治評議会の紙織構成iこは国会
の承認が必要だとして、アッラーウィーの政策を批判した [N14 Nov 2010J。本稿脱鵡段階では、
命政治評議会が執政権を有するか杏か、②意思決定は全会一致か、 8部か、絶対多数かをめぐる

論争カ~*'[査読している [α付均lãt29Nov201OJ。
15 党議拘束が~~し、イラーキーヤは、常に離反紐の存在が報道されてきた。例えば、イラーキーヤ

に加盟する35λの議員が同派を高鶴見し、マーリキ一首棉の首班指名支持に回ったと報道された
[N 18 Oct 2010]。その中心人物であるタラール・ズーピイー幹部は、マーリキ一首班指名の支持
を明言した後、武装勢力に事務所を数回襲撃された[NI0Nov201O]oISICも同様に、自阪組が
出現した。 Aハキーム議長がマージキー首班指名に反対してイラーキーヤとの連合を進めている

にもかかわらず、 ISCI民兵魁勧〈ドノレ軍団 (Hプーミリーが指導)は、イラーキーヤとの連合を

苔定、あくまでも由民間関の枠組みの維持を主張した[品拘lat200ct201OJ。ハドノレ軍団は、最

終的にマーリキ一首相支持に回った [MN11 Nov 2010 J。
16 11月11日の国会前にボイコツトを主張していたイラーキーヤに対して、オパマ米大統領が寵

接竜話会談でボイコットの停止の圧力をかけた、との報道もある [α1-拘 lat12 Nov 2010J。

中斑研究 2010/2011Vo1.IlI 91 


